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25. レスメス リン,ブロスリンのイエバエ及びアカイエカ に対する効力比較★ ピレスロイド

の生物試験に関する研究 第5報 武荷和雄 (大阪府立公衆循生研究所) 大神 弘 (大日本除虫菊株式

会社中央研究所)林 晃史 (大正製薬株式会社研究部防虫科学研究室) 践田四郎 (大阪市立大学医学部

医動物学教室)46.10.11受理

resmethrin と prothrin は既存のピレスロイドに比べて高い殺虫効力を有し,とくに resme･

thrirLはイエバェに対し allethrin の31倍の効力があった.唄霧テストの結凪 イエバエとアカイ

ェヵに対する速効性は平行的に tetramethrin>pyrethrins>prothrin>allethrin>reshlethrinの

帆 こ低下するが,致死効娘は resmethrinと prothrjn がきわめて大きく,実用的にもすぐれたど

レスロイドであることが認められた.

奴近,ピレスロイドの合成が急速に進展し,いくつ

かのすぐれた殺虫効力をもつ新ピレスロイドが発表さ

れている.天然ピレトリンや多くの合成ピレスロイド

が速効性を有する反面 致死効力には乏しい欠陥がみ

とめられ 矢川的には共力剤の混用によって殺虫効力

を祁強することが必要とさ押 こ.1967年,Elliottら3'

によって合成された resmethrin(chrysron,NRDC-

104)はE:a越した致死効力をもつことで注目され,輿

野ら7),Brooksらl),林10),Fujimotoら1),によって

確認された.Brooksら1)によると, Penick'slabo･

ratory で行なわれた実験では40校塀の昆虫に対し有

効であったと記述されてい る. protbrin は1969年

に Katsudaら8)によって合成され,その殺虫特性は

大神ら6)により発表されているが.とくに煩蒸剤とし

ての効力は抜群であるといわれる.

木城伽 ま.これらふたつのピレスロイドのイエバエ

及びアカイエカに対する効力を,在来のピレスロイド

と比校検討したもので,さらにエアゾールとしての実

用比について2,3の実験を行なったので,その成紀を

報Llaする.

実験材料及び方法

1. 供試共剤

resmethrin:51benzyl-3-furyl-dt-cEs,tyans-chry･

santhemate住友化学工業株式会社で製造された純

度 92二9%.

prothrin :51PrOPargylfurfuryl-dt-Gis,trams-

+ 本報告の概要は昭和46年4月4日第23回日本衛

生動物学会大会 (東京)で発表.
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cllrySanthemate住友化学製造,純度 83.4%

tetramethrin:住友化学製造,純度 85%

allethrirL:住友化学製造,純度 92.5%

pyrethrins:ケニア産,totalpyrethrins25%の

エキス

2. 供試昆虫

イエバエ MuscadomesticavicinaMacq･:当研

紀宝で艶代飼背中の高槻系メス成虫.

アカイエカ Culex〆pl'ensJ)aLle〟sCoquillctt:

19691年奈良県御所市で採災し,以後累代朗ATfrllのコロ

ニーで,メス成虫を供試した.但し,エアゾール試験

では大岡山系のメス成虫を用いた.

3. 実験方法

1) 微丑滴下法 :供試昆虫をエ-テルでかろく麻酔

し,胸背に miCrosyringe を用いて眺試IR剤のアセ

トン浴紋を 0･9FLLまたは 0･74FLlづつ滴下する.処

理した昆虫は,砂糖水を浸した脱脂綿を餌としていれ

た直径 9cm,深さ6cm の腰高 シャ-レに20匹づつ

いれ,25oCで約24時間経過後に生死を判別した.

2) 唄誠降下法 :実験の装置や方法は前校 2) と同様

である.1回の実験には15匹を供試し,1氾皮につい

て5回以上くりかえし,実験中の温度は25oC前後に

保つようにした.

3) 0.5m3箱型袋LYIlu法 :林ら8)が記司式したとおりで,

'Jru面中央部のPll射口から供試エアゾールを2秒FLqPJl射

し,10秒経過後に供試虫を放ち,時間の経過にともな

うノックダウン虫数を観察した.10分経過後に,餌を

いれT=沼潔な容器に移し,24時間後の生死を判別記鎚

した.
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TableI. The toxiciticsofpyrethroidsappliedtopicallytohousefly
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Fig.1. Therelationbetweerltimeandper-

centknockdown oradultsofthe

houseflyappliedwithprothrin,res･

methrin,allethrinandtetramethrin.

4) Ds型装置法 :この方法はベルギーの Detroux

etSeutinにより考案され, 林ら9)が記JIRした方班

によった.装置内に供試土アゾールを2秒間明射し,

10秒経過後に,直径 9cm, 好さ 5cm の容器に供試

虫をいれ,16メッシュの金網ぶたをして5秒間通過せ

しめ,別の場所に移して.30分,4時間,24時間後の

ノックダウン山款を拙劣与した.

爽験結果と考票

1.微爪柿下法による効力比校

花槻系イエバエと御所コロニーのアカイエカに対す

ろ LD8｡肌を那1出に/-J'(す.イエ バ 土 に わ い て は

resmethrinは allcthrinの31lLLT･.prothrinでは3･7

倍の効力を示 して い る. これ は'm例系イエバエの

resmethrin に対する感受性が NAtDM 系1)のそれ

とほぼひとしいことを示す.

アカイエカでは,resmcthrinは allcthrinの 6.･1

倍,prothrinでは 4.6LlI･の効力を示す.大神ら6)は,

大日本系 (大坂ITtfi!川lTfJ'm)のアカイエカの ピレスロ

イドに対するE･B受仕は.このJ戊机に比べて約10倍抵抗

性であり,榊汰の過程などは不明であるが,注目すべ

きことといえろ.しかし prothrin/allethrin の効力

比は大神ら6)の成約では3.9倍であるから,この成紙

の4.6倍とは大差がない.したがって,ピL,スロイド

拡抗性のアカイエカは.同一ZrS本骨格をもつ菊敢エス

テル矧 こはすべて抵抗性であるのかも知れない.

2. 噴霧降下法による効力比校

ピレスロイド石油波 (0.025-0.5,%)のPJl房テス ト

によるイエバエ及びアカイエカに対すろノックダウン

効果および致死効果について比椴検討した.

各種渋皮のピレスロイド石油牧のイエバエに対する

時RlJ-ノックダウン虫放埠;の 関係を郡1図に示す.

Finneyの図研法により KT80肌を求め.また24時間

後の死虫卑王を密約したのが那21Jlである.

那2誠のJRylにもとすいて,兆紋の対数を脚 軸こと

り (ケロシン 100 cc小に含まれるピレスロイドの薬

塁mgで示す), KT80の対数をたて軸にとって,各ピ

レスロイドの時ZL"J一肌皮の巾央致ノックダウン虫率曲

線を作図したのが那2図である.これらの曲線は,あ

ろ況政和LIH内では-dt緑的な関係がみられる.高浪度に

なると.このiLl線が折れ曲ってお り,ふたつの折線に

わかれる点は放大の効力値を示す濃度 と考えられるが,

resmethrinを除いて 250mg (0.25%) の濃度であ

らわれている.この濃度でのKT50位から対 allethrin

の相対効力比を求めてみると, tetramethrinが 2.9

で最 も速効性であり,prothrinの 1.6がこれに次 ぎ,

resmethrinは allethrinのyEの効力を示す.

しかし致死効米では resmethrin と prothrin が

瓜 も大 きく,tetramethrin,allethrin の唄に低下し

ていろ.
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Table2. Theratesofknockdownandmortalitiesofhousefliestreated

withfourpyrethroidsbythesettlingmistapparatus.
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Fig.2. Therelationbetween logtimeand

logdosageatthe50percentknock

downofadultsoitllehouseflyapplied

withpyrethroidsinkerosene(50mg

to500mgofpyrethroidsper100cc

ofsolvent).

アカイエカに対する効果を,イエバエの場合と同様

に示したのが邦3図,節3変である.速効性に関して

は prothrinは allethrinの 1.1-1.5倍の効力を示

すが,resmethrin ではかなり劣る.致死効果 では

resmethrin,prothrinがすぐれている.このように,

アカイエカに対するピレスロイドの効力は,イエバエ

のそれと平行的な関係がみられる.

3. エアゾールによる効力比較

各供試薬剤 0.2% を含むエアゾール剤 について.

0.5m8箱型法及び Ds 型装置法によって,イエバエ

及びアカイエカに対する効力を観察した.成約を邦4

鼓.第5表に示す.

0.5m8耕型法によるピレスロイドエアゾールのイエ

バエに対するノックダウン効果を,KTBO値で比較す

ると.tetrametbrinが奴も速効性であり,つづいて

pyrcthrins,prothrin,allethrin,resmethrin の頓
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Table3. The relation between time and

percentknockdownofadultsor

thehousemosquito,CulexLIl'JIiens

L)aLtens,appliedwithprothrin,res.
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位になって,tetramethrinと resmethrinとの間で

は2.3倍の効力のひらさがあらわれている.アカイエ

カにおいても同様な傾向がみられ, tetramethrinと

resmethrin との間では3.3倍の効力のひらさがみら

れる.エアゾール剤によるイエバエ.アカイエカの故
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Table31 TheratesofknockdownandmortalitiesoEhousemosquitoes

treatcdwiththrccpyrethroidsbythesettlingmistapparatus.

Pyrcthroids

Rcsrncthrin J50,: 771

PrOthrin

Allethrin

0.025% 0.05% 0.1% 0.25% 0.5%

600く 600<
57.0 90.0

299 299
72.0 71.8

403 339
14.8 34.3

495 417
100.0 100.0

Table4. Comparativeeffectivenessofaerosolscontaining pyrethroid

againsthousefliesandhousemosquitoesby0.5m3 box type
metllOd.

Table5. Comparativecffcctivenessofaerosols containi叩 pyrCthroid

againsthousefliesbyDs-typemetllOd.

Pyrethroids NuTeeteerdOfINo･霊siendSCCtS
Percentknockdowna一ter

30min. 4llrS. 24hrs.

死率は全般的にたかいが. prothrinと resmethrin

ではとくにたかい.

Ds型袋田法によると. イエバエの時間一致ノック

ダウン虫敷革.は reSmetllrin以外では時間の経過とと

もに小さくなっている.これは,いったん薬剤の被113

によって麻押した胴体が蘇生したためである.これに

対し.resmetllrinでは時間がすすむにつれてノック

ダウンする個体がふえ,蘇生することなく致死への転

帰をとる ものと思われる.奥野ら7),Fujimoto ら1)

は,Peet-Grady法により各甜ピレスロイドのエアゾ

ール剤について.イエバエに対すろ効果をしらべた.

それによると resmethrin のノックダウン効三相ま,

最初は他のピレスロイドよりも劣るが.以終的にはビ

レト.)ンと同等の効果をあらわし,ノックダウンした

個体の蘇生率は他のピレスロイドに比服してはるかに

少なかったという.これと全く同様な幌向を示すこと

が Brooksら1)によっても報告されていろ.

以上の成銃を総括すると,resmethrin,prothrinは

耽'lJ･iのどレスロイドに比べて高い殺虫性がみとめられ

実用的にもすぐれたどレスロイドであると思われる.

ま と め

1. resmethrin,prothrinのイエバエとアカイエカ

に対する効力を,allethrin,tetramethrin,pyrethrins

などと比較検討した.

2. 微塁滴下法による各ピレスロイドの LD50位を

allethrinと比較すると,イエバエにおいては resme･

thrinは 31.4倍.prothrinは3.7†洋の効力を示し.

アカイエカではそれぞれ 6.1,4.6ltrtの効力を示した.

3. PJl雰降下払によりビレスロイド石油紋のノック

ダウン効只をみると.速効Fl三に関してはイエバエ,ア

カイエカとも平行的に tctramcthrin.prothrin,allel

t̀llrl'n,rCSmethrin の切に低下するが,致死効果では

resmetllrinと prothrinがとくに大きかった.

4. 実用的な剤型として0.2%の各ピレスロイドエ

アゾール剤について効力を比較した.速効性に関して

はprothrinは tetrametl一rinや pyrethrinsには劣る

が,alletIlrinよりもす ぐれ て お り,resmettlrれ
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prothrin の致死効果はとくに大きく.実用的にもす

ぐれたどレスロイドであると思われる.
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Sunmary

Theknockdownandlethaleffectsofnewpyre･

throids,resmethrinandprothrinwerecompared

withthose･ofalletllrin,tetrametIlrinandpyre･

thrinsagainstadultsofthehousefly,Musca

domcstfcavicinaMacq.,andthehousemosquito,

Culex〆〆ensJ?aLlensCoquillett.

Theresultsofexperimentswereasfollows:

1. Thetoxicitiesofresmethrinandprothrin

wereevaluatedbythetopicalapplicationtest.

Resmetllrinwas31timesastoxictoadultfemale

housefliesasallethrinand6.1timestohouse

mosquitoes.Prothrinwas3.7timesastoxicto

housefliesasallethrinand4.6timestohouse

mosquitoes.

2. Bythesettling mistapparatusmethod.
theknockdowneffectoftetramethrinwasthe

mosteffectiveamongfourpyrethroids,andpro.

thrin,allethrinandresmethrinwerefollowed.

Ontheotherhand,thelethaleffectsofrcsme.

thrinandprothrinwerethemostexcellent.

3. Insecticidalactivitiesofresmethrin and

prothrincontainingaerosol formulationswere

comparedwiththoseofotherpyrethroids. In

theknockdowneffect,prothrinwasinferiorto

tetramethrinandpyrethrins,butitwasmore

effectivethanallethrin. Intlleletllalelrect,

resmethrin and prothrin were found to be

superiortootherpyrethroids.

抄

イエバエの性フェロモンの単離,同定,合成.

SexAttractantPheromoneofHouseFly:

Isolation,IdentificationandSynthesis.
D.A.Carlsonetal.,Science174,76(1971).

雌のイエバエ MuscadomcsticaL.の糞ならびに

休出より,その雌を誘引する性フェロモンが蝉離され

muscalurcと名づけられた物質が. (Z)-91tricosene
であると同定された.この性フェロモンは火映基で飼

育され,性的に成熟した雌のイエバエ(OrlandRegu･
larstrain)の体鼓をヘキサンまたはエーテルで沈沖

した洗披中より蝉離された.

串耶および構造決定は.ケイ酸カラムクロマトグラ

フィー,硝酸鋭処理シリカゲル TLC,ガスクロマ ト

グラフィー,分取ガスクロマ トグラフィー,質量分析.

ミクロオゾン分解などによりなされた.またその物質

は Wittig反応を依って合成された.
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録

生物検定の結架は,一応天然物のiT弛.'.が (Z)-9-tri･
coseneと同定きれた C23mOnOOlefinによることを

示しているが,cuticularmonoolefinC23 100FLgに
より30分間に誘引された雄バェが 23.0%, また合成

(Z)-9-tricosenelOOFLgに誘引されたものが26.9%と

一般的な性フェロモンの概念から言うとその誘引芸糾ま

低い.しかしながら長時間すなわち60分ならびに90分

の問に誘引される雄はそれぞれ61%,76%と高科 こな

り,またこの天然ならびに合成物を折紙につけ olfac･

tometer内に入れることによりその近辺の雄は明らか

に性的に興怒号し交尾行動の回数が増加することが触訳

された.muscalureは他の性フェロモンと比較して強

力な誘引力は持っていないが,生産実が安価な点を考

h盟すると近在するイエバエを駆除するのに必-Riな割出

剤の良を滅らすのに有効な手段 となり村るかもしれな

い. (山岡宛平)


